
　「西原遺跡」は、平成７年に当時２歳だった坂

野奈美ちゃんによって発見されました。発見場

所は自宅裏の茶畑。石器は長さ約７、幅約４

、厚さ1とかなり大型で、チャートという石

材を打ち欠いて作られています。表裏左右の全

面が、摩滅してとろとろとした感触があること

から、通称トロトロ石器と呼ばれています。正

式名称は異
い

形
けい

局
きょく

部
ぶ

磨
ま
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石
せっ

器
き

。約8,000年前の縄文

時代早期のものと推定され、本市最古の遺物。

獣
けもの

の皮をなめす道具だったという説が有力です。

西原遺跡

キラリを再発見

本市最古の縄文遺跡

History

埋蔵文化財包蔵地

暮らしと原子力

Atomic

遺物/異形局部磨製石器

西原公民館

★

新野原

坂野たばこ店

●市内上朝比奈地内

トロトロ石器を持つ坂野奈美ちゃん（当時２歳）

写真中央あたりが発見現場（現在の様子）
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